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巻 頭 言

専門看護師の養成に向けて

我が 国の看護界における新 しい課題 と して専 門看護 師(CNS:ClinicalNursespecialist)の 養

成が大 きくクローズア ップ されてい る。CNSの 養 成は、元 々米国 において1960年 代 後半 か ら1970

年代前半 に看護学大学 院の新設が急増 した頃に本格化 した潮流であ る。

我が 国では、米 国に遅れ ること約30年 で現在徐 々に 日本看護協 会の主導で動 き出 しつつ ある段 階

に入 った。現在 、次 々 と新設が続 く看護学系大学は、間 もな く次々 と大学 院の新設 ラッシュへ と続

いてい く。 これ ら大学院の修 士課程 にお ける教育の 目玉がCNSの 養成 となって い る。 日本 の看護

界 もや っと国際的 な仲間入 りをしつつ あると言え よう。筆者は約20年 前 に米国の看護学大学 院でC

NS養 成の修士 コース を修了 したが、その カリキ ュラムの濃密 さと効率性 には驚嘆 させ られた。

CNS養 成 は、例 えるな らば専 門医養成のための レジデ ン ト教 育(ResidentTraining)に 似 て

いる。 日本で は米国 に比 し医師の レジデ ン ト・トレーニ ングが余 り効率的でないの と同様 、我が 国

の既存 の看護学大学院におけるCNS教 育 は残念 なが ら極 めて貧弱な現状 にあ る と判 断せ ざるを得

ない。 しか し、米国の看護学 を変革 し、臨床水準 を大幅 にレベ ルア ップさせ た原動力 となったの は

CNS達 であ った ことか ら、我が国で も質の高 い本格的なCNS養 成が是非 とも必要 となっている。

CNS養 成は、大学病院の ような高度先進医療施設のみを使 って いたの で は不 可 能で あ り、長期

療養型病院や地域保健施設 など多彩 な施設群の協力があって初めて可能 となる。 また、それ ら種 々

の施設 において 日々臨床実践の中で専 門技能 を磨いている各種 専門職 と学生指導者(教 員)が 密 に

連係せねばCNS養 成は困難 である。CNS養 成 のため には、それに相応 する 「研修施設群(CNS教

育施設群)」 の形成が まず必要 となる。大阪大学医学部保健学科看護学専攻 が計 画 中の大 学 院設置

にあたって是非 とも諸関連機 関の御協力が得 られる ようお願 い したい。

尚、本学看護学の大学 院はCNS養 成 に とどまらず、更に博士課程 にお いて看護 科学 者(Nurse

Scientist)の 養成 も大 き く視野 に入 れてい る。
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